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論文数一覧

学会発表数一覧

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact factor値一覧

2012

2012

2012

2012

0.455

4.719 4.719 0.944

Impact factor

5 51
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A－c－ A－d－ B－a－ B－b－ B－c－ B－d－合計

シンポジウム

欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

SCI 掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI 掲載論文）

学会 シンポジウム 学会
合計 合計 総計

合計 総計SCI

5 0 0 0 5 5 2 2 2 0 6 11


